
次世代育成支援対策推進法に基づく認定企業の取組のご紹介 

株式会社 コスモサミット 

◎ 事業所概要 

    企 業 名 ： 株式会社 コスモサミット 

    代表者氏名 ： 代表取締役  山西 幸一 

    所 在 地 ： 金沢市示野中町二丁目 113 番地 

    業   種 ： 情報サービス業 

    労 働 者 数 ： 117 人 

 

◎ 行動計画 

 

１ 計画期間 平成 27 年４月１日 ～ 令和２年３月 31日 

 

２ 取組目標  〇 小学校就学前の育児のための短時間労働が可能 

   〇 法律で定める看護休暇以外に３歳未満の子供の看護休暇を有給 

で実施（年間５日）継続 

   〇 配偶者の出産に伴う男性社員の出産休暇付与の継続 

   〇 仕事の効率化を図るため週１日のノー残業デーを継続 

   〇 短時間正社員制度の導入 

 

 

 ◎ 認定取得に向けた取組状況 

▪ 育児短時間勤務制度の対象範囲を拡大（３歳に満たない子 → 小学校就学の始期に達

するまでの子）するとともに、子の看護休暇や配偶者出産休暇を有給で付与するなど、

利用しやすい制度となるよう環境整備を行った。 

 行動計画期間において、配偶者出産休暇は取得率 100％（８人中８人）、子の看護休暇

は５名（延べ 35日）の利用があった。 

  

▪ 行動計画の開始前から所定労働時間が短い正社員（いわゆる短時間正社員）は存在し

ていたが、制度としての規定が整備されていなかったため、人材確保の観点から、理由

を問わずに短時間の勤務を選択することを可能とする短時間正社員制度を導入した。 

 

▪ 平成 19年７月から実施しているノー残業デーを継続し、毎週水曜日は午後６時までに

帰宅するようイントラネットへの掲示を行うとともに、定時退社を促す館内放送を行っ

た。 

  

 



  

企業からのひとこと 

○ 行動計画に基づく取組に当たって工夫した点  

育児期間はもちろん期間外でも社員の個々の事情を考慮し、短時間勤務ができる制度を

導入することにより、社員全体のワークライフバランスの推進を目指しました。 

毎週水曜日はイントラネットでの「ノー残業デー」の掲示に加え、定時退社を促す館内

放送をして周知を図りました。 

 

 

○ 行動計画に基づく取組の効果・課題 

定時後に上司から部下へ声掛けする等ノー残業デーの認識が定着し、水曜日は他の曜日

と比べると、明らかに午後６時以降に駐車場に停まっている車の台数が少なくなりまし

た。 

育児のための休暇については浸透していて、子の看護休暇は男女共が取得しています。

ただ、男性社員が育児休業の取得を躊躇するという現状が未だ根付いているため、今まで

以上に制度に関する情報を発信するなど、性別の区別なく仕事と家庭を両立しやすい環境

をつくっていきたいと思います。 

 

 

○ 育児関連休業を取得した男性社員の声 

２人目の出産の際に１週間の育児休業を取らせてもらいました。 

育児休業前はなかなか子供と過ごす時間が取れませんでしたが、育児休業中は子供と過

ごす時間が多く取れ、短い期間でしたが取得できて良かったと思います。 

うちの場合は育児休業中に奥さんが入院していたので、１人目の世話を全て担当してい

ましたが、普段から積極的に育児に取り組んでいた分、自分が心配していたより生活に影

響はありませんでした。 

今後、育児休業を取れる可能性がある方は、是非取った方が良いと思います。 

１週間でも良いので、仕事が忙しい男性も育児休業を是非お勧めします。 

（ソリューションシステム本部 第１システム部・34 歳） 


